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木材産業における
地域自治体SDGｓ取組とのつながり

銘建工業株式会社
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会 社 沿 革 売 上 高

１９２３年 中島材木店として製材所を創業。

１９６６年 ７月 中島製材株式会社に組織変更し、会社創立。

１９７０年 ７月 銘建工業株式会社に社名変更し、集成材生産を始める。 7億円

１９８４年 １２月 エネルギーセンター（175kW）完成。 21億円

１９９４年 ７月 本社工場に集成管柱製造ライン完成。 68億円

１９９７年 ２月 オーストリアにラムコ社設立。

１９９８年 １月 本社工場にエコ発電所（1,950kW）完成。

２０００年 １２月 本社工場に中断面集成材製造ライン完成。 111億円

２００３年 ４月 ＲＰＳ法に基づき電力販売開始。

２００３年 ８月 真庭流通センター完成。

２００４年 ８月 木質ペレットの製造開始。 187億円

２００７年 ５月 協同組合くまもと製材設立（筆頭出資者。2013年 株式会社に変更）。

２０１２年 １月 高知おおとよ製材株式会社設立（筆頭出資者）。 159億円

２０１３年 ２月 真庭バイオマス発電株式会社設立（筆頭出資者）。 213億円

２０１５年 ４月 真庭バイオマス発電所（10,000kW）運転開始。 211億円

２０１６年 ３月 ＣＬＴ新工場完成。 226億円

２０２０年 １月 新本社事務所完成。

２０２1年 ８月 本社工場にエコ発電所２号機（4,990kW）完成予定。
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会社沿革
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事業拠点

岡山県真庭市

本社

本社工場 （集成材）

大断面工場 （集成材）

ジョイント工場 （ＦＪ）

ＣＬＴ工場 （ＣＬＴ）

真庭流通センター （材料・製品倉庫）

真庭バイオマス発電㈱ （発電事業）

岡山県岡山市

岡山設計分室

東京都中央区

東京事務所

埼玉県桶川市

桶川倉庫 （製品倉庫）

熊本県球磨郡

㈱くまもと製材 （製材）

高知県長岡郡

高知おおとよ製材㈱ （製材）

山口県山口市

山口事務所

大阪府大阪市

大阪事務所



1970年より構造用集成材の製造を開始、現在では住宅用の

柱や梁・桁用材を中心に、受注生産で大断面集成材（通直材

だけでなく湾曲材）も製造可能。年間35万㎥以上製造しており、

国産集成材のシェアは20％弱。

製造過程で発生するかんな屑を利用した木質ペレットのシェアも

20％弱。

集成材の特徴

• ひき板を繊維方向が平行になるように接着した材

• 長大材が製造可能

• 狂いや乾燥時の割れ、反りが少ない

• 強度性能のばらつきが少ない

製品イメージ

軸組イメージ

集成材事業
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端 材

バーク

プレーナチップ

蒸気ボイラ

発電用ボイラ

ペレット製造

ジョイント工場

大断面工場

ジョイント工場

大断面工場

CLT工場

本社工場
木材乾燥

工場暖房

ターボモータによるコンプレッサ駆動

工場暖房

ペレットストーブ

蒸気・温水ボイラ

発電用

本社工場

本社工場 x3

ジョイント工場 x1

40 t/日

2～5t/日

160 t/日

10 t/日

8 t/日

70～90 t/日

70～80t/日

他社

本社工場

ジョイント工場

発生工場 木質資源

・副産物

変換設備 最終利用・製品

・熱利用

・原料利用
・熱の直接利用

・発電

・ペレット供給

発電 1,950kWh

6mm

6mm、8mm

自家消費 外 販

真庭ﾊﾞｲｵﾏｽ

発電㈱

FIT

25,000 t/年

22 t/日

2021年8月
運転開始予定
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バイオマス事業

発電 4,990kWh

発電 10,000kWh FIT



発電所の概要

売上 ： 20億円/年

発電能力：10,000kW

必要燃料：148,000t／年

運転日数： 330日／年、 24h

運転開始： 2015年4月

©2021 Meiken Lamwood Corp.引用：真庭市作成資料

地域との連携 ―真庭バイオマス発電

チ ッ プ 化

地域資源の有効

活用による

社会貢献
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電力の地産地消

この庁舎では、真庭バイオマス発電所で木質バイオ
マス燃料により発電された電気のほか、敷地内の太
陽光発電で作った電気、木質チップ・ペレットを
使ったバイオマスボイラーの熱を利用しています。

地域資源を活用し、エネルギーの地産地消を進め、
産業の活性化や環境に優しく災害に強い地域を目指
します。

木質バイオマス燃料を用いた発電
真庭バイオマス発電所から電気を

調達・供給 地域電力を利用しPR推進

真庭バイオマス発電事業による
木質エネルギーの流れ

地域内の山林から
出る未利用材

地域内の製材所から
出る製材端材

真庭バイオマス発電所 真庭バイオエネルギー㈱

久世エスパスランド

真庭市役所本庁舎

搬出された木材をチップ化

電気

チップ加工業者

チップ

木材

電気

電気

真庭市役所本庁舎 ～ 再生可能エネルギー100％利用 ～
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木質構造事業

構造設計

製造 加工

施工

一貫対応
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木質構造事業

木造建築物の計画から建て方までの
コンサルタント・設計補助業務及び
木質構造の建築請負業務を

行っています。



CLT（Cross Laminated Timber

クロス・ラミネイティッド・ティンバー）

• ひき板の層を各層で互いに直交するように積層

接着したパネル及び、それを用いた工法を示す

用語

• 1990年代中頃に欧州で開発され、中高層マン

ションや、中・大規模の商業施設や公共施設、

住宅まで様々な建築物が建てられている

部材特性
・ 幅や厚みの異なる木板を有効活用できる

・ 直交積層

⇒高い寸法安定性

・ 厚みのある製品

（通常50～250mm程度）

⇒高い断熱、耐火性

・大版のパネル

（日本では、3m×12mが最大）

⇒高い耐震性
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CLT（Cross Laminated Timber）
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地域との連携 ―SDGs


